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石碑を巡る③

沖縄歴史の散歩道
琉球史研究家の上里隆史氏が沖縄の歴史文化の魅力を本誌上で連載しています。

上里 隆史
（うえざと・たかし）

　琉球史研究家。内閣府
地域活性化伝道師。法政
大学沖縄文化研究所研
究員。早稲田大学大学院
修士課程修了。著書に
『琉球という国があった』（福音館書店、2020
年）、『海の王国・琉球』（ボーダーインク、2018
年）、『マンガ沖縄・琉球の歴史』（河出書房新社、
2016年）、『尚氏と首里城』（吉川弘文館、2015年）
など。N H Kドラマ「テンペスト」時代考証や、
NHK「ブラタモリ」案内人などメディアでも活躍。

金剛嶺碑（浦添市経塚）金剛嶺碑（浦添市経塚）

　
２
０
２
３
年
８
月
20
日（
日
）に
与
那
原
町

与
那
原
御
殿
山
青
少
年
広
場
に
て
与
那
原
大

綱
曳
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
与
那
原
大
綱
曳
の
起
源
は
、琉
球
王
朝
時

代
ま
で
遡
り
、４
４
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
も
初
め
て
与
那
原
大
綱
曳
を
見
て
、規

模
の
大
き
さ
と
歴
史
的
な
演
出
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。今
年
の
大
綱
曳
は
、４
年
ぶ
り
に
参

加
制
限
な
し
で
行
わ
れ
て
い
て
、沖
縄
県
民
、

観
光
客
、外
国
人
な
ど
多
く
の
方
々
が
迫
力

の
あ
る
大
綱
曳
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
主
催
者
か
ら
の
発
表
で
は
６
万
人
も
の
人

が
集
ま
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

沖
縄
総
合
事
務
局
　
宮
城
正
樹

第
41
回
与
那
原
大
綱
曳

表
紙
写
真

本誌のタイトルについて 群星 (むりぶし )とは、沖縄の方言で「昴星 (すばるぼし )」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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内閣府特命担当大臣就任のご挨拶
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首里城正殿復元整備について～火災から４年～

公正取引課の広報・広聴活動！～法令違反を未然に防止するために～

鈴木財務大臣の沖縄訪問

我が国の財政の現状や政府の取組を情報発信

アワビとナマコの取扱いにご注意ください！～水産流通適正化制度について～

「食料・農業・農村政策審議会基本法検証部会地方意見交換会（沖縄ブロック）」を
宮古島で開催しました！

DEEokinawa×沖縄総合事務局　謎のソニー坊や

「11th 沖縄大交易会 2023」の開催に向けて

域内循環の向上を目指す「果報庭（かふうなぁ）」の取組について

11月は「事業承継啓発月間」です！～主催者４者合同記者会見を開催しました～

女子中学生と女性技術者交流イベント
『女性技術者と行く！建設業 しごと・みらい体感ツアー』を開催しました

令和５年度　船員労働安全衛生月間の実施
～安全な 航海祈ると 家族の便り 無事故に備える 守り札～

船舶の火災安全に関する集中検査キャンペーン ～外国船舶へ火災安全対策を注意喚起～

地方版図柄入りナンバープレートが、沖縄県で始まりました！

「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

農業者のみなさん！リスクへの備えはできていますか？

就 任 の 挨 拶

連 載 企 画
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石
碑
に
は
前
回
紹
介
し
た
梵
字
碑
の

よ
う
に
、
仏
教
に
関
わ
る
も
の
も
少
な

か
ら
ず
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
国
頭
村

奥
間
に
あ
る
金
剛
山
碑
（
1
7
0
6
年
）

と
南
無
阿
弥
陀
仏
碑
（
建
立
年
不
明
）。

金
剛
山
は
奥
間
の
拝
所
で
、
二
つ
の
碑

は
祠
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
金
剛
山

碑
を
建
て
た
の
は
首
里
の
天
王
寺
や
崇

元
寺
な
ど
の
住
持
を
つ
と
め
た
東
峰
と

い
う
僧
侶
で
す
。
彼
の
発
案
に
よ
り
村

人
た
ち
が
海
よ
り
小
石
を
集
め
、
石
に

金
剛
経
を
書
い
て
塚
を
築
い
た
際
の
も

の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
塚
は
「
経
塚
」
と
言
い

ま
す
が
、
沖
縄
で
も
っ
と
も
有
名
な
の

は
浦
添
市
経
塚
の
金
剛
嶺
碑
で
し
ょ
う
。

「
経
塚
」
の
地
名
の
由
来
に
な
っ
た
石
碑

で
す
。
16
世
紀
、

本
土
よ
り
渡
来
し

た
真
言
僧
の
日
秀

が
、
こ
の
地
に
妖

怪
が
出
没
す
る
こ

と
を
聞
き
、
金
剛

経
を
小
石
に
書
い

て
埋
め
て
こ
の
石

碑
を
建
て
た
と
こ

ろ
、
そ
れ
か
ら
妖

怪
が
出
る
こ
と
は

な
く
な
っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
金
剛
嶺
碑
の
地
中
に
実
際
に
小
石
が

埋
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
実
際
に
調
査

さ
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
真
相
は
不
明

で
す
。
し
か
し
近
年
、
首
里
の
当
蔵
か

ら
経
塚
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
石
と
同
じ
タ
イ
プ
の
も
の
が
大
量
に

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
所
は
首

里
の
蓮
華
院
跡
に
あ
た
り
、
石
に
は
経

文
が
一
文
字
ず
つ
墨
書
さ
れ
て
い
て
、

こ
れ
は
「
一
字
一
石
経
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
小
石
を
地
中
に
埋

め
、
上
に
は
石
碑
を
建
て
て
経
塚
と
し

ま
す
。
王
国
時
代
の
記
録
で
は
円
覚
寺

の
住
持
も
つ
と
め
た
脱
心
和
尚
が
法
華

経
を
石
に
一
字
ず
つ
書
写
し
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
、
石
碑
自
体
は
失
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
戦
前
に
は
蓮
華
院
の
一
字
一

石
経
碑
も
目
録
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
浦
添
の
金
剛
嶺
碑
の
地
中
も
お
そ

ら
く
こ
う
し
た
石
が
た
く
さ
ん
埋
め
ら

れ
て
い
る
は
ず
で
す
。

　
伊
江
島
の
照
太
寺
に
も
金
剛
尊
経
碑

と
呼
ば
れ
る
経
塚
の
碑
が
あ
り
ま
す
。

1
7
7
4
年
、
棟
山
和
尚
に
よ
る
建
立

で
す
が
、
こ
こ
に
も
地
中
に
小
石
に
書

か
れ
た
金
剛
経
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
と

い
い
ま
す
。
沖
縄
で
は
仏
教
が
本
土
ほ

ど
な
じ
み
が
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
石
碑
か
ら
は
、
仏
教

に
ま
つ
わ
る
歴
史
の
痕
跡
が
い
く
つ
も

残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

金剛尊経碑 [拓本]（伊江島　照太寺）
沖縄県立図書館所蔵　CC BY 4.0
（http://creativecommons.org/
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金剛山碑と南無阿弥陀仏碑（国頭村奥間）

3


